
特異な才能のある児童生徒に対する指導・支援に関する 

取組事例のポイント 

特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における 

指導・支援の在り方等に関する有識者会議 
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＜学校における取組①＞ 

 天童市立天童中部小学校においては、総合的な学習の時間を使い、児童が各自の興味・

関心に基づき、何をどのように探究するかを教師と相談しながら計画して進める「個人

総合、個人研究」が行われている。探究課題は、漢字の成り立ち、ブラックホール、作

曲、卓球、プログラミング等様々である。児童は ICTを活用して大学の論文を検索した

り、分からない英語を翻訳したり、動画の視聴を通じて運動における体の動かし方を学

んだりして、自立的に学習を進める。 

また、このような「学ぶ領域」の得意だけでなく、「学び方」の得意を見出すべく、「単

元内自由進度学習」では、単元のめあて、時間数、学習の流れ、利用可能な学習材や学

習機会を記した「学習のてびき」と呼ばれるカードを参考に、各自が自分に最適だと考

える学習計画を立案し自由に学び進めていく。学習の進行は各自に委ねられるので、同

じ学級の児童が異なる課題や活動に取り組んでいたりするが、単元終了時に全員がねら

いを達成すればよい。一人で、あるいは仲間と取り組んだり、ICT を活用したりと、学

び方は多様である。 

 

 

＜学校における取組②＞ 

 愛媛大学附属高等学校においては、愛

媛大学と連携し、同大学の教員の指導を

受けながら自分の興味・関心に応じた課

題について研究する「課題研究」に取り

組んでいる。課題研究では、多様な課題

研究テーマから、生徒自身がそれぞれの

興味・関心に合った研究課題テーマを選

択し研究を進める。その際、各課題研究

テーマに専門性を有する愛媛大学の教員

が、オンラインも活用しながら指導に当たる。課題研究の成果は、学会発表や各種コ

ンテストでの受賞などに繋がっている。また、課題研究の枠組みを越えて自らの興味・

関心に応じて新たな取組を創造的に行うようになるなど、生徒が主体的な様子が見ら

れるようになっている。 
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＜教育委員会における取組＞ 

 広島県教育委員会においては、令和元年度から、県内の関係市町教育委員会が学校

とのつながりが途切れないための居場所として、教育支援センター（スペシャルサポ

ートルーム：SSR）を設置するとともに、その運営に対して様々な支援を行っている。

SSR は、不登校児童生徒の居場所であるとともに、児童生徒が成長できる場であるこ

と、特に「相談する力」「自分の強みを知り、生かす力」「苦手な場面で SOSを出せる

力」を育むことができる場であることを目指している。 

そのために、ソファーやテーブルクロス、カラフルな配色の椅子などを利用して、

学校らしく見えない教室を作るなど児童生徒の不安の解消につながる環境整備を行

っている。また、SSR を活用する児童生徒に対して、アセスメントにより、児童生徒

が置かれている状況のみに留まらず、その状況を生み出している要因の把握に努め、

それを踏まえて、児童生徒と保護者の共通理解を図りながら、個別サポート計画を作

成している。さらに、個別サポート計画に基づき、児童生徒が自らの興味・関心に気

付くとともに、自らの興味・関心に応じて学びを進めることができるよう、多様なプ

ログラムを提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜SSR の環境整備（例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜FDP（FiveDifferent Positions）判定指標※の活用＞          ＜アセスメントシート（例）＞ 

※ＮＰＯ法人スチューデント・サポート・フェイス（S.S.F）「多軸評価アセスメント」より 
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＜大学における取組＞ 

  学校になじめない児童生徒に対して、新しい学びの場、学習スタイルを提供する

取組が行われていた（東京大学先端科学技術研究センター 異才発掘プロジェクト

ROCKET、平成 26年～令和３年）。児童生徒は、自らの興味に応じ、現実社会を学び

の場とするプログラム等に参加し、リアリティのある知識を学んだり、感性を磨い

たりする。児童生徒の認知特性や学び方の指向性に応じ、Rocket（好奇心旺盛に

様々に学ぶ）、Submarine（興味関心領域を深く掘りながら学ぶ）、Balloon（色々な

知識と社会との関連性や繋がりを俯瞰して学ぶ）という３つの枠組みによりプログ

ラムを設計した。参加した児童生徒の特性を調べてみると、認知的な偏りや感覚過

敏、強いこだわり、興味の拡散等の特徴がみられた。プログラムの成果としては、

ほぼ毎日登校する者の割合の増加、興味や関心が違う仲間との出会い、精神的な自

立の経験などが挙げられる。 

 

＜民間事業者による取組①＞ 

 教育委員会と連携し、不登校児童生徒等に対して、アセスメントを通じた個々の児

童生徒の能力や思考スタイルの特定と地域のリソースの活用により児童生徒にあっ

た学習環境を提供する取組が行われている（鎌倉市 かまくら ULTLA プログラム）。

個々の児童生徒の学びの特性が、本人と教師・保護者との間で共有できることにより、

学習者が自律的に学習環境を調整したり、選択・決定したりしやすくなるだけでなく、

学力試験の評価だけでは把握しきれなかった力を発掘することにも寄与すると考え

られる。一人一人の異なる学びの特性や能力（「個才」）の把握と、データサイエンス

による「個才」の可視化が、個

別最適な学びを支えていく基

盤となり得る可能性がある。多

様なプログラムの中で自分の

興味や認知の特性にどれに合

致するのかを比較することで、

自分らしい学びを追求してい

く子どもたちの姿が見られて

いる。 
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＜民間事業者による取組②＞ 

 株式会社 steAm においては、全国の多様な学校群と連携し、STEAM 教育としてアー

トや遊びの要素を取り入れつつなぜ取り組むのかを深掘りするとともに意欲を引き

出しながら、生徒の探究的な学びを支援する取組が行われている。新しいリテラシー

や探究的な学びに関する教員研修、教材、コンセプトシート、メンターとなる学生や

専門家、他の学校や企業・大学との連携、発表の場などを総合的に提供することで、

ワクワクや素直な声を引き出し、コンセプトを磨き、形にしている。例えば生徒は、

まずはロボットで遊びながらセンサーや機構の基本を学ぶが、徐々に身の回りの課題

と結びつけて考え始める。自らが考えたコンセプトで五感を使い、社会的な課題解決

に取り組む中で、価値を創造する可能性と喜びを実感し、主体的に行動するようにな

った。さらに、特別支援学校やこども園なども属する多様な探究ネットワークの中で、

フラットで創造的な連携も生まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第４回会議における中島さち子委員（株式会社 steAm代表取締役）発表より 
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＜NPOにおける取組＞ 

  不登校児童生徒等に対して、オンライン上で教育支援センターを設け、学びの場や

居場所を提供する取組（認定 NPO法人カタリバ room-K）が行われている。room-Kで

は、専門の研修を受けたコーディネーターが子供たち一人一人の個別支援計画を作成

しており、作成された個別支援計画に基づき、スタッフが面談等を通じて子供たちの

状態を丁寧に見とるとともに意欲を引き出すことで学びの場につないでいく。学びの

場では、一人一人の学習計画が作成され、子供たちは、自らの興味・関心に応じて教

科の学びやクラブ活動などの多様なプログラムに参加する。例えば、生物に関して非

常に豊富な知識や興味・関心を持っている子供に対して、生物に関する興味・関心を

伸ばすようにすることで、自信を取り戻し他の教科の学びにも興味・関心が芽生える

とともに、オンライン上で多くの友人と関わることができるようになったという事例

も見られている。 

＜民間団体による取組＞ 

自治体や市民団体、NPO、大学、地域の施設、地元の民間企業等が実施する様々な教

育プログラムを、民間団体がまとめて広報し、地域での学びの場への参加を促す取組

が行われている（地域の学び推進機構 学びのポイントラリー）。登録プログラムは、

市民生活、文化生活、職業生活、教科学習の補充・発展という４種からなり、児童生

徒は参加すると時数に応じたポイントが得られる。さらに、一定のポイントまで達す

るごとに機構から「認定証」の発行を受けることができる。

また、教育プログラムが一覧化されて機構のホームページや

学校を通じて広報されることにより、児童生徒は、興味関心

に応じて幅広いプログラムから選びやすくなる。教育委員会

等の後援も受けながら、平成 30 年３月現在、全国 11 の地域

で実施されている。 

地域の学び推進機構（http://www.chiiki-manabi.org/）

http://www.chiiki-manabi.org/
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（出典） 

 本資料は、特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の

在り方等に関する有識者会議における発表資料を元に作成しているため、以下の発表資

料も御覧いただきたい。 

〇 天童市立天童中部小学校における実践事例 

・第２回会議 奈須正裕教授（上智大学）発表資料

https://www.mext.go.jp/content/20210825-mx_kyoiku02-000017710_001.pdf

・第７回会議 大谷 敦司校長（天童市立天童中部小学校）発表資料

https://www.mext.go.jp/content/20220218-mxt_kyoiku02-000020343_04.pdf

〇 愛媛大学、愛媛大学附属高等学校における実践事例 

・第８回会議 隅田 学教授（愛媛大学）発表資料

https://www.mext.go.jp/content/20220318-mxt_kyoiku02-000021340_002.pdf

※ 高等学校における実践事例のほか、大学における教員免許更新講習や教育学部で開講した講義「才能教育論」

に関する情報を含む。

〇 広島県教育委員会における実践事例 

・第７回 蓮浦 顕達センター長（広島県教育委員会事務局学びの変革推進部 個別最適

な学び担当 不登校支援センター）発表資料 

https://www.mext.go.jp/content/20220218-mxt_kyoiku02-000020343_005.pdf 

〇 異才発掘プロジェクト ROCKET、かまくら ULTLA プログラムにおける実践事例 

・第４回会議 福本 理恵委員（株式会社 SPACE 代表取締役）発表資料

https://www.mext.go.jp/content/20211105-mext_kyoiku02-000018576_03.pdf

〇 株式会社 steAmにおける実践事例 

・第４回会議 中島 さち子委員（株式会社 steAm 代表取締役）発表資料

https://www.mext.go.jp/content/20211105-mext_kyoiku02-000018576_004.pdf

〇 認定特定非営利活動法人カタリバにおける実践事例 

・第８回会議 今村 久美委員（認定特定非営利活動法人カタリバ代表理事）発表資料

https://www.mext.go.jp/content/20220316-mxt_kyoiku02-000021340_001.pdf

〇 地域の学び推進機構学びのポイントラリーにおける実践事例 

・第２回会議 市川 伸一委員（東京大学名誉教授、帝京大学中学校・高等学校校長補

佐）発表資料

https://www.mext.go.jp/content/20210825-mx_kyoiku02-000017710_02.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20210825-mx_kyoiku02-000017710_001.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220218-mxt_kyoiku02-000020343_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220318-mxt_kyoiku02-000021340_002.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220218-mxt_kyoiku02-000020343_005.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20211105-mext_kyoiku02-000018576_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20211105-mext_kyoiku02-000018576_004.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220316-mxt_kyoiku02-000021340_001.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210825-mx_kyoiku02-000017710_02.pdf

